
はじめての中医学6時間目　
あなたの今の状態がわかる！弁証論治
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自己紹介

講師：河口あすか（変態）
三児の母 

カメラマン／物書き

ゲストスピーカー：野副真理子
おそうじ屋さん八王子まりこ
中医学童貞
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はじめての中医学
［1時間目］西洋医学と中医学の違い・陰陽論

［2時間目］万物を５つに分ける考え方、五行論

［3時間目］気・血・水を知ってバランスを整える 

［4時間目］病気の原因は３つ「外因・内因・不内外因」

［5時間目］見て、聞いて、話して、触って診断する四診（ししん）

［6時間目］あなたの「今の状態」がわかる！弁証論治

［7時間目］人体の中にある気血水の通り道「経絡」

［8時間目］中医学理論に基づいた食材を使った養生方法「薬膳」

［9時間目］複数の薬効成分を組み合わせて作られた薬剤「漢方」
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弁証論治の流れ
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弁証ー診断・治療方法

• 病証の全体像を把握する八綱弁証（はっこうべんしょう）

• 風・寒・暑・湿・燥・火の６つの要因を考える六淫弁証（ろくいんべん
しょう）

• 気血津液の過不足や運行失調などからくる病気を分析する気血津液弁証
（きけつしんえきべんしょう）

• 臓腑にあらわれる現象を観察する臓腑弁証（ぞうふべんしょう）

• 病気がどの経絡や臓腑にあるのかを分析・判断する経絡弁証（けいらく
べんしょう）
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病証の全体像を把握する八綱弁証（はっこうべんしょう）

8



病が深いか浅いかー表裏
表：急性・慢性疾患　裏：難治性疾患
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病気の性質を寒と熱に区別した寒熱（かんねつ）
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病気の勢いー虚実（きょじつ）
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これらを判定して陰陽に分ける！
病気の表裏（病が体の浅いところにあるか、深いところにあるか）
病気の寒熱（熱／寒が過剰な状態）
病気の虚実（病気を治す気が不足／邪気が多い状態）

12



あなたのロウソク、今どのくらい？
今のあなたは、どのあたりにいるでしょうか？
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気の不足ー気虚（ききょ）

14



血の不足ー血虚（けっきょ）

15



内臓の熱ー陰虚（いんきょ）
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気の過剰や運行失調ー気鬱、気滞
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血の過剰や運行失調ー瘀血（おけつ）
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津液の過剰や運行失調ー痰湿（たんしつ）
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臓腑・経絡弁証

五臓六腑にあらわれる病気を観察する弁証方法が臓腑弁証。

経絡弁証はどの経絡や臓腑に病があるのかを分析・判断。
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手の太陰肺経
「なんか最近、腕の内側が痛
い。」

「鼻炎がなかなか治らない。」

「アトピーがまた出てきた。」

実は、その全部。

同じ経絡が関係しているかもしれ
ません。
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手の陽明大腸経
肺経と表裏の関係にあり、指先で横並
びなのが大腸経。

便秘や下痢だけでなく、

肩こり、歯の痛み、鼻づまりにも関係
が深い経絡です。

「顔まわりの不調が多い人」は、

大腸経が疲れているのかもしれませ
ん。
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肺・大腸の症状
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足の陽明胃経
顔の鼻より外側から、下顎、耳の前→
鎖骨→胸→お腹を通り、足の正面を通
り足の人差し指までが胃経

食べすぎ、胃もたれ、口内炎。

さらに、顔のむくみや膝の不調にも関
わります。

「最近、胃が重たいな。」

そんな時によく使う経絡です。
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足の太陰脾経

足の親指から内くるぶし→すねの内側
→腿→脇を通り脇の下までが脾経。

疲れると甘いものが欲しくなる。

食後すぐ眠くなる。

むくみやすい。

そんな”現代人あるある”に深く関わる
経絡です。
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脾・胃の症状
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手の少陰心経

脇の下→腕の内側→手の小指まで
通っているのが心経。

眠れない。

夢ばかり見る。

ちょっとしたことでドキドキする。

心だけでなく、「心の疲れ」を映し
出す経絡でもあります。
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手の太陽小腸経
小指の先っちょ内側にあるツボから腕の
うしろ側→肩→咽頭→頰→耳中に入りま
す。

首や肩がガチガチ。

耳鳴りや顎の違和感。

デスクワークやスマホ疲れの人には、

意外と身近な経絡です。
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心・小腸の症状
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足の大陽膀胱経
目頭→頭頂部→後頭部→背中をズドー
ン→腿裏→スネの裏→足の小指までが
膀胱経。

腰痛。

背中の張り。

頭痛。

体の後ろ側を大きく走る、“疲れが溜
まりやすい”経絡です。

30



足の少陰腎経
足底の中心にある湧泉（ゆうせん）→かかとの
内側→お腹のほぼ真ん中→鎖骨までが腎経。

年齢を重ねると気になってくる、

・耳鳴り

・白髪

・頻尿

・足腰の衰え

そんな「老化」と深く関わる経絡です。
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腎・膀胱の症状
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足の少陽胆経
頭をぐるぐる～～と取り囲み、脇
腹から足の小指までが胆経

側頭部が痛い。

肩が張る。

決断すると疲れる。

ストレス社会を生きる現代人が、
とても使う経絡です。
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足の厥陰肝経
お腹から内腿→足の親指までが肝
経。

イライラする。

生理前は別人になる。

目が疲れる。

女性の一生と切っても切れない、
とても大切な経絡です。
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肝・胆のうの症状
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論治ー治療内容の決定

治病求本（ちびょうきゅうほん）ー病因の本質を見極める

扶正去邪（ふせいきょじゃ）ー自然治癒力を整える
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治病求本（ちびょうきゅうほ
ん）ー病因の本質を見極める
【本（ほん）】

・古い病気で、根本的

・病気の原因となるもの

・深い裏の病（難治性疾患）

【標（ひょう）】

・新しい病気で、最近あらわれたもの

・本の影響であらわれた症状

・浅い表の病気（急性病・慢性病）

• 対処療法のことを標治

• 根本的な治療のことを本治
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治病求本
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扶正去邪（ふせいきょじゃ）人は、環境に負ける。
環境のせいにせず、負けない自分を育てる！
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【補と瀉（ほとしゃ）とは】
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治法ー実際の治療

内治法…主に薬物の内服による漢方

外治法…鍼灸や按摩（ツボ押し）、紫雲膏などの塗り薬（外
用薬）
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五味五性ー体に合う漢方は美味しい
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「出す」「整える」「補う」の組
み合わせ

生薬は、お掃除屋さん・エアコン・給食のおばちゃん。

🧹 お掃除屋さん→ 悪いものを外へ出す

❄🔥 エアコン→ 暑すぎ・寒すぎを調整する

🍚 給食のおばちゃん→ 足りない栄養を補給する
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外治法ー鍼灸・按摩・外用薬

問題がある患部や経絡に鍼や灸、手などで刺激を与えて病気
を治したり予防するのが鍼灸治療。

鍼灸治療の基本は「補と瀉」

「虚するものはこれを補い」

「実するものはこれを瀉す」
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陰陽という視点ー根っこをおさえ
ると応用が効く

八綱弁証では表裏、寒熱、虚
実を総合して陰か陽かを判定
する

陰陽という視点が中医学では
根っこになる

45



平たく言えば、陽は働き、陰は材料となるもの。
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陰陽を車に例えると…陽＝エンジン　陰＝ガソリン
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八綱の治療原則
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五行と陰陽を理解していると応用が効く
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目指せ陰陽平和体質！
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【次回予告】
7/8(水)人体の中にある気血水の通り道「経絡」

ツボやお灸を知ってる人は多いと思います。 

症状が出ている部位から離れたところのツボの刺激は効果がないように思える
かもしれませんが、経絡の流れを考慮したもの。 

ツボの魅力が３つ！

1. 押してすぐに効果を実感できるところ。

2. いつでも押せるところ！時間も場所も選ばず、準備も不要。

3. 赤ちゃんからお年寄りまでOK！

次の授業をしっかり学んで、素手を名医にしましょう！
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終売アイテム「五行手ぬぐい」「中医学変態カルタ」
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